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ー
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1． 紫 外域 金星研究概略　　　　　　　　　　 2．　 あ か つ き搭載紫外 イメ ージ ャ

　金星は可 視光で 見 る と特徴 的な模様 が ない 　　金星探査機 「あか つ き」の 大気大循環 を明 ら

が，紫外線で 見る と
“

横倒 しの Y 字
”

をは じめ か にす る とい う目標 ［4 ，
5］を達成する に は

， 惑
とする惑星規模の 模様があ り， それ らが約 4 地 星ス ケ

ー
ル か らメ ソ （数十 km ）ス ケ

ー
ル まで の

球日の 周期で東か ら西へ と循環 して い る こ とを 様々 な大気現象 （波動 循環 ， 対流）を網羅的に

発見 したの は 1960年代 の 地上か らの 金星紫外　とらえる必要が ある ．我々 は
，
高空間分解能 と

観測で あっ た ［1］．ほ ぼ 同時期 に地上か らの レ
ー

高シ グナ ル ノ イズ比 （SN 比）を得る こ とに注力
ダーを用い た地表面の 観測か ら自転は地球 と反　し

， 紫外 イ メ
ージ ャ（UVI）の 開発 を行 っ て きた

対方向で 、周期は 243 日とい う非常 に遅 い もの 　［6］，
で ある こ とが判 明 した．雲の 模様の 動 きが背景　　過去に行 われて きた 紫外域観測 は

， 経験 か ら

風 に乗 っ た もの で ある と仮定 し
， 自転速度 と比 比較的大 きな コ ン トラ ス トが ある こ とが知 られ

較する と
，
地面 の 約 60倍 とい う早 さで 大気 が て い る 365nm 付近を中心に行 われ て きた ．こ

回転 して い るこ とに なる L 地球で の 平均的な束 の 波長域の 吸収を担 う物質は未同定 で あ り
，
そ

西風速 は 自転速度の せ い ぜ い 1割程度で あ り，
の 挙動を調べ るこ とは物質を同定する 手が か り

これ に比べ る と自転の 60倍の 風速は か な り非　とな る．我々 は加 えて
， 雲の成分で ある硫酸の

常識 で あ る，その た め
， 模様の 動 きは風 に流 さ　も とに な る 二酸化硫黄 （SO2）が主 に吸収を担 う

れ た もの で は な く波動の 伝播 で ある とい う考え　波長 283nm で も観測 を行 う．二 波長の 紫外雲
　 　 　 　 　 　 　 t

方 もあ っ た．しか し
，
1970年代以 降の 旧 ソ連 の 画像 か ら主 に次の よ うな研究 が可能 とな る．

ベ ネラ シ リーズ に よる プロ ーブ観測や
，
ア メ リ

カ の マ リナ ー 10
，
パ イオ ニ ア ビー

ナス に よる観
測 に よ り

， 波の 伝播で はな く本当に大気が 高速

循環 して い る こ と
，

“Y 字模様
”

だ けで な く
，
細

か な構造が存在する こ とが確認 された ．

　 大気 の この 高速循環は
“

超回転
” と呼 ばれ て

お り
，
金星大気の 最大の 謎の

一
つ とされて い る．

超 回転につ い て の 研究は紫外観測か ら始まっ た

とい っ て も良く
，
金星探査 にお い て 紫外光に よ

る撮像 は繰 り返 し行 われ て きた．

　金星 の 雲は高度約 47km か ら 70km に存在 し

て い て 濃硫酸の 液滴 か らな り
， 光学的厚 さは

20〜40 と非常 に厚 い ．

い 部分は
， 雲頂付近の 光学的に薄い 部分 に何 ら

か の化学物質が よ り多く存在 し
，
それ らが太陽

紫外線 の 散乱 を弱 め る た め に 生 じる もの と推
測 され る．紫外吸収物が上昇気流に よ っ て 運 び

あ げ られる とい うシ ナ リオ ［2］や雲その もの の

不均
一

な分布 ， 高緯度の 明る い 部分 につ い て は

微細な粒子の 影響 な どに よ り
，
雲の 濃淡が作 ら

れ て い る と説明 され て い る ．大規模な
“ Y 字模

様
”

が どの ように して作 られて い るの か に つ い

て は
， 赤道ケル ビ ン 波や ロ ス ビ ー

波 に よる 説明
が試み られて い るが 決着 を見 て い ない ［3］．

　・ SO2 お よび未同定吸収物質の 水平分布

　● 雲追跡 に よ る雲頂高度付近 の 大気運 動 の

　　解析

　 ・ リム 観測に よる ヘ イズ の 鉛直分布
大気の動 きだけで な く， 光化学や雲物理 と密接

に関係す る SO2 や未 同定吸収物質の 挙動や，そ

れ ら と風速場の 関係 を比較で きる ．

　 「あか つ き」は 2010 年 5 月 18 日 6 時 44 分

14秒に種子島宇宙セ ン タ
ー よ りH2A ロ ケ ッ ト

に よ り打 ち上 げ られ
，
2010年 12 月初頭に 金星

軌道に投入 され る ．打 ち上 げ後 ， 地球撮像 等の

試験運用 に て UVI の機器健全性が確認で きた．

紫外 で 見 える模様の 暗 本発表で は
， UV 工の 観測対象と性 能諸 元 ，

お よ

　　　　　　　　　　　び初期 テ ス ト観測結果
，
金星到 着後の 観測内容

　　　　　　　　　　　 に つ い て紹介す る ．
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